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要約 

本研究では、K-POPの消費行動に着目し、「自己志向型完璧主義の傾向が強い人ほど，K-POP

の視聴行動を積極的に行う」，「他者志向型完璧主義の傾向が強い人ほど，K-POPの視聴行動

を積極的に行う」，「現実主義の傾向が強い人ほど，K-POPの視聴行動を積極的に行わない」

という3つの研究仮説を立てた．学生を対象としてGoogle Formを用いて行ったアンケート調

査では125件，社会人を対象としたCrowd Worksを用いた調査では115件の有効回答を得た．こ

の全体のデータについて単回帰分析を行った結果， 自己志向型完璧主義の総合的指標で6本

中2本，他者志向完璧主義は0本，現実主義で3本の仮説と整合的で両側検定１０％の有意な結

果を得ることができた．よって自己志向型完璧主義と現実主義に関しては仮説を支持する結

果が得られたといえるだろう．一方他者志向型に関しては仮説を支持する結果は得られなか

った． 
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１．イントロダクション 

音楽は長年世界中の人々に親しまれてきた.中でも近年は韓国のポピュラー音楽であるK-PO

Pが世界を席巻している.K-POPブームは1990年代に始まり，日本でも2000年代以降韓国ドラマ

をきっかけに起こった韓流ブームからK-POPも急速に広まり，現在は日本でも世界でもトップ

クラスの人気を誇っている．ではなぜ人々はこんなにも積極的にK-POPを視聴するのだろうか．

本稿ではこれを「完璧主義」と「現実主義」の２つの“世界観”という視点から分析した． 

ここで世界観とは「ひとつの人々の集団が生活を秩序づけるために用いている，現実の性

質に関しての認識，感情，判断に関する，基礎的な仮定と枠組み」(Hiebert，2008訳語は大

垣・田中，2022，p.210)と定義する．完璧主義は「万全な状態への努力を欠かさず，過度に

高い目標・理想を設定する」（並木・野本・湯沢，2019）世界観とし，その中でも，完璧主

義の基準を①「自己に求める」自己志向型，②「他者に求める」他者志向型，③「他者から

求められていると感じる」社会規定型の３つに分類する．(いずれも大谷・桜井(1995)を引

用)このうち本稿では①自己志向型完璧主義と②他者志向型主義に着目する． 

また，２つ目の世界観である現実主義は国語辞典を参考に『現実をありのままに肯定し，

物事を実際的な立場で判断したり実行したりする世界観』と定義した． 

これらを踏まえて，以下の3つの研究仮説を立てた． 

研究仮説① 自己志向型完璧主義の傾向が強い人ほど，K-POPの視聴行動を積極的に行う 

研究仮説② 他者志向型完璧主義の傾向が強い人ほど，K-POPの視聴行動を積極的に行う 

研究仮説③ 現実主義の傾向が強い人ほど，K-POPの視聴行動を積極的に行わない 

仮説①は自己志向型完璧主義の傾向が強い人ほど，K-POPを完璧で憧れの対象と捉え，そこ

に近づくためにK-POPを視聴するだろうと考えた．仮説②は他者に完璧を求める傾向が強い人

ほど，視聴する対象にも完璧を求め，ハイクオリティなMV，ダンス，容姿，歌を備えたK-POP

を視聴するだろうと考えた．仮説③は現実主義では逆にK-POPのハイクオリティさが浮世離れ

したものだと捉えられ，K-POPの視聴行動に対して負の相関関係が見られるだろうと考えた． 

本研究の意義は，今日世界中で注目されている「K-POP」という音楽文化を好む人の世界観

を分析することで，日本の更なる音楽文化の発展に寄与できることである． 

 

２．研究方法 

Google Formを利用してアンケートを作成し，世界観の度合いを測る質問10問（自己志向型

3問，他者志向型3問，現実主義4問）と，経済行動（K-POPの視聴行動）を問う質問6問の計16

問を設け，LINE，Instagramを用いて拡散し，125件の有効回答を得た．さらにより幅広い年

齢層の結果を集めるためCrowd Worksでも同アンケートを拡散し，追加で115件の有効回答を
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得た．計240件のデータについて世界観を説明変数，経済行動を被説明変数として単回帰分析

を行った．なお係数は，仮説と整合的であるとき，自己志向型と他者志向型では正の値が，

現実主義では負の値が算出される仕組みとした． 

 

３．研究結果 

基本統計量と有意な単回帰分析結果（全体，学生，社会人に分類）を以下の表にまとめた．  

表１ 記述統計量
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表２ 単回帰分析結果

全体（学生＋社会人） 

 

全体 非整合的で有意 

 

社会人 非整合的で有意

 

全体 合計 

 

社会人

学生 

学生 非整合的で有意 

 

注）両側検定で***有意水準1％, **有意水準5％，*有意水準10％で有意であることを示す． 

数値は小数第4位を四捨五入した． 

自己志向型合計，他者志向型合計，現実主義合計はそれぞれの世界観の総合指標である． 
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４．考察 

 自己志向型合計を説明関数として単回帰分析を行った結果について，経済行動④が両側検定5%で整

合的で有意な結果が得られた．この結果から，自己志向型完璧主義とK-POPの間にはある程度相関関係

があるのではないかと考察した．また自己志向型のそれぞれの質問を見ていくと，自己志向型①では

経済行動①，⑤にも整合的で有意な結果が見られた．このことから，自己志向型が目指す対象となっ

ているK-POPに関して，特にK-POPアイドルの優れた容姿という特性が憧れの大きな割合を占めている

のではないかと考えた． 

一方で，社会人セグメントにおける自己志向型③と経済行動⑥については有意水準10%で仮説と非整

合的で有意な結果が得られた．これに関しては，社会人は家事・育児・仕事で忙しく，ライブという

時間と労力を大きく使う経済行動をあまり積極的に行うことができないというような要因が強く働い

たのではないかと考えた． 

他者志向型合計では，経済行動から有意な結果は出なかった．有意な結果が出なかった原因とし

て，世界観を問う質問の内容の齟齬があったからではないかと考えた．まず他者志向型①の質問は概

念を問う質問であり，様々な他者志向の考え方が当てはまる．次に他者志向型②の質問は言語に対す

る違和感を問う質問であって人の言動に完璧を求める内容である．最後に他者志向型③は外見的要素

に対する違和感を問う質問であり，人の見た目に完璧を求める内容である．このように何に完璧を求

めるかの対象が様々であったため有意な結果が出なかったのではないかと考えられる．  

現実主義合計では，経済行動②④⑤で有意な結果が得られた．ここについて現実主義に関する４つ

の質問ごとに細分化し，考察する． 

現実主義は①，②では有意水準５％以下の有意な結果が得られたものの③，④では得られなかった．

これについては現実主義③，④の質問内容の設定に問題があったと考える． 

現実主義③は「大切な決め事をするとき，理想と現実のどちらを重視すべきだと思いますか」とい

う設問だが，この「大切な決め事」というシチュエーションがK-POPを視聴するかどうかという行動と

マッチしていないことで有意な結果が得られなかったのではないかと考える． 

現実主義④はサッカー部員だとして，来年度の目標をどこに設定するかという設問だが，これは

「自分の目標」ではなく「チームの目標」をどこに設定するかを問う質問であった．そのため「“自

分が”K-POPを視聴するかどうか」とはあまり関係がなくなってしまい，有意な結果が得られなかった

のではないか． 

反対に現実主義②では経済行動②を含め最も多くの経済行動の項目で有意な結果がみられた．現実

主義③④は上で述べたような理由で有意な結果が見られなかったと考えられるが，現実主義①につい

ても改善の余地があるだろう．現実主義①世界観の本質を聞くことはできているものの「したいこと

とできること」が一致してしまうケースがあるなど，現実主義②に比べて曖昧であったため，有意な

結果は出ているが，②ほど多くは出なかったのではないかと考える． 
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次に有意な結果が得られた現実主義①②の内、特に強い相関がみられたものについて考察する。現

実主義①②どちらでも経済行動④で有意な結果が得られた．これについては，現実的に考えればK-POP

アイドルというのは自分からは“遠い存在”なはずである．しかし「K-POPアイドルになりたい」とい

う願望や感情を優先するような理想主義的な考え方をする傾向がある人ほど，憧れのK-POPアイドルに

自分も近づきたいと考え，その努力をする．反対に現実主義であるほど，K-POPアイドルは遠い存在と

して，自分とは切り離して考えるため，必然的にそのための努力もしないのではないか． 

次に現実主義②では経済行動⑤で有意な結果が得られた．これは，理論上K-POPアイドルがアンバサ

ダーをしてもその物自体の価値は変わることはない．そのことに関して現実的に認識している現実主

義者であるほど．K-POPアイドルがアンバサダーを務めることでの購買促進の程度は低いのではないか． 

 

５．おわりに 

今回の研究では自己志向型完璧主義の総合指標で6本中2本，他者志向型完璧主義の合計で0本，現実

主義の合計で3本の仮説と整合的で有意な結果得ることができた．よって自己志向型完璧主義と現実主

義に関しては仮説を支持する結果が得られたといえるだろう．一方他者志向型に関しては仮説を支持

する結果は得られなかった． 

また流行への敏感さや友人からの誘いに同調する世界観等がK-POPの視聴行動に影響を与える可能性

を考えることや，日本人以外の世界の人々のK-POPの視聴行動が何に影響されているかを調べていくこ

とで今後さらに研究を深めることができるだろう． 
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